
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　志岐 　敬
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

6/5
2019年第1332号

　

レ
ス
ト
ラ
ン

で
カ
レ
ー
を
注

文
し
た
ら
、
昭

和
の
雰
囲
気
漂

う
銀
色
の
容
器
に
ル
ー
が
入

っ
て
い
た
。
魔
法
の
ラ
ン
プ

を
連
想
す
る
食
器
は
グ
レ
イ

ビ
ー
ボ
ー
ト
と
呼
ぶ
。

　
「
グ
レ
イ
ビ
ー
」（gravy

）

と
は
肉
汁
の
ソ
ー
ス
の
こ
と

で
、英
国
で
使
わ
れ
て
い
た
。

改
め
て
眺
め
る
と
、
な
る
ほ

ど
舟
（
ボ
ー
ト
）
の
形
に
も

見
え
る
。
ル
ー
を
少
し
ず
つ

す
く
っ
て
ご
飯
に
か
け
て
食

べ
る
の
が
マ
ナ
ー
ら
し
い
。

　

テ
レ
ビ
の
改
元
特
番
で
昭

和
レ
ト
ロ
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
と
報
じ
て
い
た
。
試

し
に
息
子
に
「
テ
レ
ビ
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
回
し
て
」
と
言
っ

た
ら
通
じ
な
か
っ
た
。「
死

語
」の
復
活
は
遠
い
。

　

昭
和
グ
ッ
ズ
で
は
大
阪
万

博
モ
ノ
の
人
気
が
根
強
い
。

ネ
ッ
ト
を
覗
け
ば
当
時
の
パ

ン
フ
や
土
産
物
が
多
数
売
買

さ
れ
て
い
る
。「
昭
和
の
夢

よ
再
び
」
と
ば
か
り
２
０
２

５
年
万
博
へ
準
備
が
進
む
。

か
の
銀
食
器
は
ラ
イ
ス
と
セ

ッ
ト
だ
が
、
万
博
は
カ
ジ
ノ

と
セ
ッ
ト
だ
。「
グ
レ
イ
ビ

ー
」
と
い
う
単
語
に
は
「
あ

ぶ
く
銭
」
と
の
意
味
も
あ

る
。
夢
洲
と
い
う
器
か
ら
あ

ふ
れ
出
す
の
は
「
夢
」
で
は

な
さ
そ
う
だ
。 

（
Ｙ
）

上
：
村
上
史
好
議
員
、
下
：
清
水
忠
史
議
員

無責任な財政政策

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
増

税
の
た
め
の
嘘
で
あ
る
こ
と

は
国
の
予
算
を
見
れ
ば
一
目

瞭
然
だ
。

　

安
倍
政
権
の
２
０
１
９
年

度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

１
０
１
兆
４
５
６
４
億
円
と

史
上
最
大
を
更
新
し
た
。
税

収
は
62
兆
４
９
５
０
億
円

で
、
新
規
国
債
発
行
額
は
33

兆
６
５
９
８
億
円
に
上
る
。

借
金
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
元

金
と
利
息
の
支
払
い
額
は
増

え
、
予
算
で
は
23
兆
５
０
８

２
億
円
も
計
上
さ
れ
て
い
る

（
表
）。
税
収
の
実
に
38
％

を
占
め
る
。
借
金
返
済
に
追

わ
れ
て
社
会
保
障
を
削
る
し

か
な
い
無
責
任
な
財
政
政
策

い
う
こ
と
だ
。
消
費
税
を
増

税
す
る
場
合
、
一
般
的
に
は

「
日
本
の
財
政
状
況
が
悪
い

か
ら
だ
」「
社
会
保
障
の
財

源
の
た
め
に
必
要
」
と
言
わ

瞭
然

　

最
初
に
言
い
た
い
の
は
、

「
消
費
税
は
借
金
を
増
や
し

て
社
会
保
障
を
減
ら
す
」
と

り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
、

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上

げ
、
消
費
税
10
％
へ
の
増
税

中
止
を
要
請
し
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
村
上
史
好

衆
院
議
員
（
立
民
）
は
、「
口

　

協
会
・
保
団
連
は
５
月
16

日
、
国
会
要
請
行
動
に
取
り

組
み
、
段
野
理
事
は
じ
め
役

員
４
人
と
事
務
局
が
参
加
。

大
阪
選
出
の
国
会
議
員
に
患

者
負
担
の
軽
減
や
保
険
で
よ

だ
。
こ
の
予
算
構
造
こ
そ
が

社
会
保
障
費
削
減
の
元
凶
に

な
っ
て
い
る
。

原
則

　

財
政
は
本
来
、
負
担
能
力

に
応
じ
て
課
税
す
る
こ
と
が

原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
税

収
の
内
訳
を
み
る
と
消
費
税

が
今
に
も
ト
ッ
プ
に
躍
り
出

る
よ
う
な
状
況
だ
。
取
る
べ

き
と
こ
ろ
か
ら
十
分
に
取
っ

て
い
な
い
が
た
め
に
、
消
費

税
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
所
得
を
対
象
に
す
る

税
金
、
つ
ま
り
所
得
税
と
法

人
税
を
中
心
に
し
て
税
構
造

を
組
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 
（
つ
づ
く
）

弁
し
た
。

　

１
号
議
案
は
同
法
へ
の
対

応
を
方
針
に
加
筆
の
上
、
２

〜
４
号
議
案
は
原
案
通
り
全

員
一
致
で
可
決
し
た
。

腔
と
全
身
の
関
わ
り
、
歯
科

の
重
要
性
が
周
知
さ
れ
て
き

た
。
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ

は
本
当
に
大
切
だ
。
消
費
税

の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
な
ど

と
ん
で
も
な
い
」
と
述
べ
、

消
費
税
10
％
中
止
を
求
め
る

請
願
署
名
を
受
け
取
っ
た
。

　

清
水
忠
史
衆
院
議
員
（
共

産
）
は
、「
財
源
の
使
い
方

を
根
本
か
ら
正
す
必
要
が
あ

る
。
参
議
院
選
挙
で
の
た
た

か
い
が
重
要
だ
。
野
党
が
共

闘
し
希
望
を
語
っ
て
い
き
た

い
」
と
強
調
し
、「
み
ん
な

で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

　

記
念
講
演
後
は
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
を
開
き
、
役
員
・
会
員

・
来
賓
ら
が
懇
親
を
深
め

た
。「
医
院
新
聞
」
の
創
刊

時
か
ら
30
年
に
わ
た
っ
て
編

増
」
の
署
名
を
引
き
受
け

た
。
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）
に
も
署
名
を
託
し

た
。

 

（
３
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

改
憲
阻
止
へ

門
奈
氏
発
言

　

同
日
、「
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
、
周
知
期
間
確

保
を
求
め
る
」
医
師
・
歯
科

医
師
と
「
戦
争
し
な
い
未
来

の
た
め
に
守
ろ
う
憲
法
９

条
」
９
条
の
会
・
医
療
者
の

会
が
国
会
内
集
会
を
開
い

た
。
９
条
の
会
・
医
療
者
の

会
の
集
会
で
は
、
お
お
さ
か

医
科
・
歯
科
九
条
の
会
の
門

奈
丈
石
世
話
人
が
、
３
０
０

０
万
人
署
名
の
取
り
組
み
や

駅
頭
で
の
リ
レ
ー
ス
ピ
ー

チ
、
５
・
３
総
が
か
り
集
会

で
の
宣
伝
行
動
な
ど
を
紹

介
。「
こ
れ
ま
で
の
運
動
を

力
に
改
憲
発
議
を
許
さ
ず
、

安
倍
改
憲
勢
力
を
断
念
に
追

い
込
も
う
」
と
訴
え
た
。

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

会
員
の
権
利
守
る
活
動
強
化

会
員
の
権
利
守
る
活
動
強
化

第
54
回
定
期
総
会　

２
０
１
９
・
20
年
度
方
針
を
決
定

国会行動

大
阪
選
出
議
員
に
要
請

協会の方針や予算を決めた第54回定期総会＝５月26日、大阪市内

表　2019年度一般会計予算

歳入 歳出
税収入 62兆4,950億円（61.5％） 社会保障 34兆587億円（33.5％）

　所得税 19兆9,340億円（19.6％） 公共事業 ６兆9,099億円（ 6.8％）

　法人税 12兆8,580億円（12.6％） 文教科学振興 ５兆6,025億円（ 5.5％）

　消費税 19兆3,920億円（19.1％） 軍事費 ５兆2,574億円（ 5.1％）

　その他 10兆3,110億円（10.1％） その他 10兆1,347億円（ 9.9％）

税外収入 ６兆3,016億円（ 6.2％） 地方交付税交付金 15兆9,850億円（15.7％）

国債発行 32兆6,598億円（32.1％） 国債費 23兆5,082億円（23.1％）

　返済（償還） 14兆82億円（13.8％）

　利払い ９兆5,000億円（ 9.3％）

合計 101兆4,564億円（100％） 合計 101兆4,564億円（100％）

パーセントが一致していないのは端数切捨てによる

　

協
会
は
第
54
回
定
期
総
会
を
５
月
26
日
、
大
阪
市
内
で
開
き
、「
会
員
の
権
利
を
守
る

ア
ク
シ
ョ
ン
の
強
化
」
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
２
０
１
９
・
20
年
度
方
針
や
、
18
年
度
決

算
、
19
年
度
予
算
な
ど
全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
記
念
講
演
で
は
中
島
美

砂
子
氏
（
元
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
幹
細
胞
再
生
医
療
研
究
部
部
長
）
が

「
歯
髄
幹
細
胞
に
よ
る
歯
髄
再
生
医
療
―
再
生
の
革
新
的
技
術
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
話

し
、
91
人
が
参
加
し
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
政
府
が
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
増
を
先
送
り
し
た
こ

と
に
触
れ
、「
会
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
『
ス
ト
ッ
プ
患
者

負
担
増
』
署
名
が
大
き
な
力

に
な
っ
た
」
と
感
謝
を
述
べ

た
。
そ
の
上
で
、「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
請
願
署
名
」
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
、「
次
期

診
療
報
酬
改
定
へ
向
け
全
力

を
尽
く
す
」
と
決
意
表
明
し

た
。

　

１
号
議
案
「
情
勢
、
17
・

18
年
度
総
括
、
19
・
20
年
度

方
針
」
を
提
案
し
た
冨
本
昌

之
副
理
事
長
は
、「
会
員
の

権
利
を
守
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の

強
化
」
を
方
針
に
位
置
付
け

た
こ
と
を
説
明
。
社
会
保
障

費
の
総
枠
拡
大
、
患
者
負
担

低
減
と
と
も
に
、
▽
基
本
診

療
料
や
施
設
基
準
、
金
属
材

料
価
格
な
ど
診
療
報
酬
の
正

当
な
評
価
▽
不
当
な
審
査
・

指
導
の
反
対
▽
消
費
税
「
損

税
」
の
解
消
―
―
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
る
と
し
た
。

　

２
号
議
案
「
18
年
度
決
算

報
告
案
、
監
査
報
告
」
と
３

号
議
案
「
19
年
度
予
算
案
」

は
三
井
泰
正
副
理
事
長
が
報

告
。
決
算
で
は
施
設
基
準
の

研
修
会
を
契
機
と
し
た
入
会

が
相
次
ぎ
、
歳
入
目
標
を
超

過
達
成
し
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　

４
号
議
案
「
事
務
局
長
、

名
誉
役
員
の
承
認
」
を
説
明

し
た
戸
井
逸
美
副
理
事
長

は
、
現
職
の
名
誉
役
員
と
と

も
に
和
田
武
次
長
を
新
事
務

局
長
と
し
て
提
案
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
化
を

含
む
改
定
医
療
・
介
護
関
連

法
へ
の
対
応
、
事
務
局
長
候

補
の
経
歴
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
小
澤
理
事
長
ら
が
答

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

　

安
倍
政
権
に
よ
る
消
費
税
増
税
が
10
月
に
迫
る
な
か
、

協
会
は
消
費
税
に
依
存
し
な
い
財
政
の
在
り
方
を
学
ぼ
う

と
浦
野
広
明
氏
（
立
正
大
学
客
員
教
授
・
税
理
士
）
に
よ

る
講
演
会
を
４
月
に
開
い
た
。
社
会
保
障
財
源
に
ふ
さ
わ

し
い
税
制
改
革
を
提
案
す
る
浦
野
氏
の
講
演
要
旨
を
連
載

で
紹
介
す
る
。

集
委
員
会
の
中
心
を
担
っ
た

青
木
建
雄
氏
と
、
５
月
で
退

職
す
る
志
岐
敬
事
務
局
長
に

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
贈
っ

た
。

立正大学客員教授
・税理士　　　　
浦野広明

1税制改革と社会保障財源の確保


